
をプレゼント！
素敵な 木製ポットカバー 

実施期間
平成24年 9月10日（月）～11月30日（金）
先着

200名様に 素敵な 木製ポットカバー 
※ お一人様１回のみ有効とさせて
いただきます。

参 加 方 法

引き換え期間

お問い合せ先

引き換え場所

平成24年９月10日（月）～12月14日（金）  平日 8：30～17：15

丹南農林総合事務所林業部　TEL 0778-23-4962

1.　 このカードを持って、記載してある５箇所のポイントのうち４箇所をめぐり、
所定の場所にスタンプを押してください。

2.　押印したスタンプカードを下記「引き換え場所」までご持参ください。
　   先着 200名様に「素敵な木製ポットカバー」をプレゼント！（お一人様１回のみ有効とさせていただきます）

　■ 丹南農林総合事務所林業部（南越合同庁舎３階）  越前市上太田町41－５ 0778-23-4962

　■ 嶺 南振興局二州農林部（敦賀合同庁舎別館２階）  敦賀市中央町１丁目７－42 0770-22-0291
　　 ※このほか福井、坂井、奥越の各農林総合事務所および嶺南振興局林業水産部でも引き換えできます。

　 林道のはたらき
　林道は、森林を健全な状態で維持・管理し、森林からのさ
まざまな恩恵を永続的に私たちの生活の場に運ぶために
不可欠な施設です。また、森林と山村・都市を結び、森林を
憩いの場として提供するなど大切な役割を担っています。

　 森林の地球温暖化防止機能
　森林は光合成により、大気中の二酸化炭素を吸収・固定
して成長します。間伐をすることで、木が大きく成長できる
ようになり、伐った木材も、エネルギー負荷の少ない環境に
良い資材として使用できます。

　 栃ノ木峠（旧北国街道）
　戦国時代までの越前への街道は山中峠を越える古道と木
ノ芽峠を越える北陸道だけであったが、柴田勝家が北の庄に
封じられ、岐阜、安土に赴く最短路として、天正６年（1578
年）に大改修を行って以来人馬の往来は頻繁となった。
　峠には樹齢500年、樹高24ｍのトチノキの巨木があり、県
指定天然記念物に指定さている。この巨木は板取宿から峠に
向かう目印として親しまれ、峠の名もこの木にちなんで付け
られたと言われています。

　 山中峠（万葉道）
　奈良時代、都から越の国（北陸）に入る旅人は、敦賀から
山中峠（標高389m）を越えた。越前の国を通った最古の北

陸官道である。万葉集にも歌われ「万葉の道」とも呼ばれて
いる。

　 木ノ芽峠（旧北陸道）
　木ノ芽峠は旧北陸道の南越前町二ツ屋と敦賀市新保を結
ぶ標高628ｍの峠で、天長６年（830年）に上毛野陸奥公が開
いたと言われており、以後、1200年北陸の関門として重要
な峠道になりました。
　天正６年（1578年）柴田勝家が栃ノ木峠を改修し北国街
道が官道に昇格した後も、敦賀を経由し京都へ向かう重要な
道でした。
　明治20年（1887年）に敦賀街道が開通し、急速に衰退し
ましたが、それだけに街道の面影を保つ数少ない峠の一つ
です。　

キリトリ

お名前        　　性 別　 男　・　女 　　　　　年 齢　　　　  歳

ご住所       

イベントを知った理由　　新聞　・　ホームページ　・　雑誌　・　広報　・　その他（  　　　　 　　）

※個人情報につきましては、本イベントを運営するためのみ利用させていただきます。※裏面もご記入ください。

 歴史三街道を行く

林道 栃ノ木～山中線林道 栃ノ木～山中線
スタンプラリースタンプラリー

をプレゼント！

※ 写真の観葉植物と小鉢は
賞品に含まれておりません

歴史三街道
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キリトリ

　  ひとこと（感想などご自由にお書きください）

林道 栃ノ木～山中線林道 栃ノ木～山中線
スタンプラリーマップスタンプラリーマップ

言奈地蔵

木ノ芽峠

大トチノキ
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栃ノ木峠（Ｒ365から分岐） 完成記念碑

敦賀への分岐点 山中峠（県道から分岐）

言奈地蔵駐車場 林道を運転するための5箇条
１．スピードを落として安全運転を　急勾配が多いため、スピードは控え安全運転で走ってください。
２．カーブでは徐行を　カーブでは視界が悪いため徐行し対向車の確認や警笛で注意喚起を行ってください。
３．路肩の走行は禁物　道幅が狭く、草などで見通しが悪い箇所では谷側に寄らないで走ってください。
４．すれ違いには待避所などを利用
　  対向車を発見したら、早めに待避所など広い場所で停車し、おたがい譲り合いながら走行してください。
５．落石注意！小石の落下は山崩れの前兆
　  落石等がある箇所では、斜面の安全確認してください。土砂や小石がバラバラと落ちてくる場合、素早く避難してください。

マナーを守って走りましょう
山火事防止のため、たばこのポイ捨てはしないでください。ゴミは捨てないで、持ち帰ってください。


